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第６９回動物用医薬品専門調査会（非公開）議事概要

平成１９年２月２３日（金）　１５：１５～１７：１０

議事概要：

（１）動物用医薬品に係る食品健康影響評価について

１）アミトラズを有効成分とするみつばちの寄生虫駆除剤(アピバール)について審議された結果、アミトラズの１日摂取許容量

（ADI）を農薬専門調査会における結論と同様、0.0025 mg/kg体重/日とすることが了承され、評価書（案）を食品安全委員会に

報告することとなった。

２）ジノテフランを有効成分とする動物体に直接適用しない動物用殺虫剤(フラッシュベイト、エコスピード)については審議され

た結果、ジノテフランの１日摂取許容量（ADI）を農薬専門調査会における結論と同様、0.22 mg/kg体重/日とすることが了承さ

れ、評価書（案）を食品安全委員会に報告することとなった。

３）トルトラズリルについては審議された結果、１日摂取許容量（ADI）を0.01mg/kg体重/日とすることが了承され、一部修正の

上、評価書（案）を食品安全委員会に報告することとなった。

４）マルボフロキサシンを有効成分とする牛及び豚の注射剤(マルボシル2%、同10%)については継続審議となった。

＜参考＞

１）農薬としては、かんきつ、なし等に殺虫剤として、動物用医薬品としては、みつばちの寄生虫駆除剤として使用します。ポジ

ティブリスト制度導入に伴う残留基準値が設定されています。

２）農薬としては、だいず、はくさい、きゅうり等に殺虫剤として使用され、チンゲンサイやほうれん草等への適用拡大申請がさ

れています。動物用医薬品としては、畜鶏舎用の殺虫剤として使用します。

３）駆虫剤で、鶏、七面鳥、豚及び牛等で使用します。ポジティブリスト制度導入に伴う残留基準値が設定されています。

４）抗菌剤で、牛の細菌性肺炎、豚胸膜肺炎などの治療に使用します。ポジティブリスト制度導入に伴う残留基準値が設定さ

れています。
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